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リンカーン・フォーラム 公開討論会 

２０１１年統一地方選プロジェクト報告 
 

 

１．要旨 

 

リンカーン・フォーラムは 2011 年統一地方選において 96 回の公開討論会を実施しまし

た。全選挙に対する公開討論会の開催率は約１０％（96回/983地方公共団体）に達し、公

開討論会が選挙の一翼を担っていることは間違いありません。会場に足を運んだ有権者は

全国各地で約 2万 8千人に及びます。 

 

一方で、3 月 11 日に発生した東日本大震災や、それに続く余震、計画停電等で、開催予

定だった会場の安全確保が不透明となり、候補者側にも選挙活動そのものを自粛する動き

や、震災に便乗しての公開討論会欠席などが相次ぎました。これらの影響を受けて、企画

の取り止めが相次ぎ、断念した企画は過去で最も多い 58回にも上りました。このため、2007

年統一地方選挙と比較すると、開催率は2007年の13％から10％へと減少、来場者数は2007

年の約 4万 7千人から約 2万 8千人へと大幅に減少してしまいました。 

 

リンカーン・フォーラムは震災翌日の 3 月 12 日、「被災下での公開討論会開催判断の指

針」を発表し、このような状況だからこそ、目前の復興や、その先の地域全体を立て直す

首長・議員を選ぶ大事な選挙となるため、公開討論会を開催することの重要性を呼びかけ、

多くの実行委員会がそれに応じましたが、激震に飲み込まれてしまった感は否めません。 

 

 

２．開催状況 

 

(1) 開催実績 【表 1参照】 

 

●開催数 

・開催数  ９６回（うち、マニフェスト型７回、合同・個人演説会３回） 

・企画数 １５４回（うち、断念５８回。成功率６２％） 

 

●候補者出席状況 

・出席者平均３．３人／回 

・出席率  ８４％（ただし、首長選はほぼ 100％出席、市議選は 40％出席） 

  

●来場者数     平均２８７人 

●来場者数全国推計 約 2万 8千人 (287 人×96 回) 

 

 

(2) 開催回数 前年度（2007 年）比 【表２参照】 

 

・ 全体 ：減少  （１４１回→９６回 ３２％減） 

・ 知事選：大幅減 （ １２回→ ５回 ５８％減） 

・ 市議選：大幅減 （ １９回→ ４回 ７９％減） 

・ 県議選：微増  （ ３８回→３９回  ３％増） 
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表 1 2011 年統一地方選公開討論会の開催実績 

    候補者数 （平均） 来場者数 

   2007 年 2011 年 2007 年 2011 年 

    

出席率 要請 

出席 出席率 出席率前回比 平均 平均 最大 最小 

来場者数

平均前回

比 

首長選                     

  知事選  94% 3.0 人 2.8 人 93% ▲ 1 ﾎﾟｲﾝﾄ 303 人 350 人 350 人 350 人 + 16%

  市長選  96% 2.9 人 2.9 人 100% + 4 ﾎﾟｲﾝﾄ 478 人 401 人 800 人 150 人 ▲ 16%

  区長選  100% 4.5 人 4.5 人 100% + 0 ﾎﾟｲﾝﾄ未集計 150 人 150 人 150 人- 

  町長選  100% 2.0 人 2.0 人 100% + 0 ﾎﾟｲﾝﾄ 390 人 287 人 360 人 220 人 ▲ 26%

  村長選  100%- - - - 未集計 - - - - 

議会議員選                     

  県議選 93% 3.9 人 3.6 人 92% ▲ 1 ﾎﾟｲﾝﾄ 260 人 203 人 400 人 70 人 ▲ 22%

  道議選  100% 3.0 人 2.0 人 67% ▲ 33 ﾎﾟｲﾝﾄ 200 人未集計 未集計 未集計 - 

  府議選  - 3.5 人 3.5 人 100% - - 250 人 250 人 250 人- 

  市議選  48% 24.0 人 9.5 人 40% ▲ 8 ﾎﾟｲﾝﾄ 201 人 167 人 250 人 100 人 ▲ 17%

  町議選  79% 15.5 人 13.3 人 86% + 7 ﾎﾟｲﾝﾄ 244 人 289 人 360 人 158 人 + 18%

  村議選  78%- - - - 90 人- - - - 

全体 76% 4.7 人 3.9 人 83% + 7 ﾎﾟｲﾝﾄ 334 人 287 人 800 人 70 人 ▲ 14%

 

表２ 開催回数 前年度（2011 年）比 

    開催数 断念数 

    2003 年 2007 年 2011 年 前回比 2007 年 2011 年 前回比 

首長選 61 回 74 回 50 回 ▲ 32% 21 回 19 回 ▲ 10%

  知事選  6 回 12 回 5 回 ▲ 58% 2 回 4 回 + 100%

  市長選  32 回 40 回 31 回 ▲ 23% 11 回 13 回 + 18%

  区長選  10 回 11 回 10 回 ▲ 9% 3 回 0 回 ▲ 100%

  町長選  12 回 10 回 4 回 ▲ 60% 4 回 2 回 ▲ 50%

  村長選  1 回 1 回 0 回 ▲ 100% 1 回 0 回 ▲ 100%

議会議員選 63 回 67 回 46 回 ▲ 31% 18 回 39 回 + 117%

  道府県議選  44 回 38 回 39 回 + 3% 12 回 34 回 + 183%

  都議補選  0 回 1 回- - 0 回- - 

  市議選  5 回 19 回 4 回 ▲ 79% 5 回 5 回 + 0%

  町議選  13 回 7 回 3 回 ▲ 57% 1 回 0 回 ▲ 100%

  村議選  1 回 1 回 0 回 ▲ 100% 0 回- - 

全体 124 回 141 回 96 回 ▲ 32% 39 回 58 回 + 49%
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３．分析結果 

 

(1) 選挙の１割で公開討論会を開催 

 

● 全選挙（983地方公共団体 ※）のうち、１０％で開催された 
※東日本大震災に伴う特例法で選挙期日が延期された団体を含まない 

● 2007 年の開催率１３％からは減少したものの、１割の開催はキープした 

 

 → 公開討論会は選挙に一定の浸透をしている 

 

 

(2) 候補者の出席状況は選挙によって偏りがある 

 

● 首長選では、開催された大多数の公開討論会で候補者が全員出席している 

● 都道府県議選で９割以上、町村議選で８割弱の候補者が出席している 

● 市議選では、出席者が４割しかいない 

 

 → 公開討論会は、首長選、都道府県議選では候補者にも十分定着したが、市議選では、

まだまだ候補者に理解されていない。 

 

 

(3) 来場者数が減少 

 

● 全国で推計 28,000 人が公開討論会会場に足を運んだ 

● 平均来場者数 287 人は、前回の 334 人から 14％減 

● 来場者数の最多（南足柄市長選）は 800 人。前回最多（周南市長選）が 1750

人だったことから比較しても集客は小粒だったといえる。 

 

 → 公開討論会の周知と集客は主催者の努力に負うところが大きいが、今回は震災に伴

う候補者の選挙自粛もかなりあって選挙そのものが盛り上がりに欠けたため、主催

者努力だけでは集客し切れなかった面も大きいと考えられる。 

 

 

(4) ローカル・マニフェストブームの沈静化 

 

● マニフェスト型での開催数は４回。全首長選公開討論会の８％に過ぎなかった。 

● 前回（16 回、22％）と比較して大幅に減少。 

 

 → ローカル・マニフェストを題材とした公開討論会は一過性のブームだった可能性も

ある。 

  

 

(5) 東日本大震災後の各実行委員会の対応 

● リンカーン・フォーラムは震災翌日の 3月 12 日、「被災下での公開討論会開催

判断の指針」を発表し、このような状況だからこそ、目前の復興や、その先の

地域全体を立て直す首長・議員を選ぶ大事な選挙となるため、公開討論会を開

催することの重要性を呼びかけた。 
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● リンカーン・フォーラムのメーリングリストで、被災地の岩手県北上市が震災

の 1ヵ月後に公開討論会を開催したことが報告されたことをはじめ、いくつか

の実行委員会が「こんな時期だからこそ公開討論会を開くことにした」と決意

表明したことなどが、開催判断に迷う多くの実行委員会を勇気付けた。 

● 中止しなくても良いケースでも独自の判断で中止した実行委員会が数多く見

られた。→「市民から理解を得られない」「復興支援に力を入れる」という少

し的外れな理由も見られた。 

● 候補者から、震災を利用する形で欠席回答を受け、開催断念に追い込まれた実

行委員会もあった。 

 

→ 東日本大震災は多くの実行委員会にダメージを与えたが、その一方で、長期的な視

点で民主主義を守り抜こうと奮い立った実行委員会もおり、この運動の底力も垣間

見られた。 

 

 

(6) 明推協との連携 

 

● 静岡県議選[裾野市選挙区]公開討論会（主催：（社）裾野青年会議所）が、地

元の「裾野市明るい選挙推進協議会」から、後援を得た。 

● 明推協から後援を得たのは 7例目。統一地方選では初めて。 

 

  → 今後も明推協との連携を深めていきたい。特に、ＪＣがない空白地域での公開討

論会の開催を期待したい。まずは公開討論会の体験から。 

 

 

 

以上 


